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 下垂体前葉ホルモンの分泌が椀床下部の支配の下に営まれ,観応下部は高位の中枢よ匂の刺激を
 前葉に伝えるとともに末梢ホルモンの血中濃度に応じて前葉の分泌機能を調節していると考えられ
 るようにな診,前葉に対する視床下部の刺激伝達に関しては,視床下部に発した撃簸登辮1套よりある
 体液性物質即ちme“atoゼが中央隆起に於て門脈毛細管中に放出され,門脈血流で運搬されて前1
モ
 葉の分泌細胞を刺激づ忌のであると奪う見解が最も有力である.ゑCTHのmodia土orについては近1
 年S爵まran&Schany,轍lilemine,Sw1ngleら・が前葉の祖cubat}・亘の実1多
 験で従来考えられた物質とぽ全く異なる物質である事を報告しており,ACTHのme嶺atorの1
 本体の究蹴搬磁庭補に至って囑.然し9。nad。tr。Phin(GTH)1てついての業績1
 は少く,定説はない、GTHのme{ha-or乃至media亡orの放出を増強せしめる因子を腿かにi
 す巻事は,内分泌疾患の臨床上従i来の補充的摩ルモン'療法から進んで,直:接前葉や幌床下都を対象i
 とする中枢刺激的な治療法を確立し,更には中枢の機能検査の手段として応用する事も可能となり1一
 臓ある研鰍題賜る・著都Saff罫a11&Schany痂つた猛nv圭t「。の方法顧『
 じ,前葉GTHの分泌を促進する因子を横試する目的で次の実験を行った.ll
実験方法
 実験動物はWistar系ラツテを使用した.下垂体前葉癒摘出し細切し,2D臼解%g短cose
 加Krebs-Ringerphosp亘ate(KR1))液の組ediumにコ群として5匹分を浮遊し・
 Wa罫burg蝿置で57℃,51時間incubateし,以下述べる如く実験1の種類によって,諸種ii1`
 物叉は視床下部,後葉などの細切した:組織を添加し,これらにGT琶分泌を促す効果がある}がどう
 かをinCubat童On後分葛1皇したエnedium内に含まれるGTH量の増加をもつて検定した、この
 bioassayには生後5週の幼若雌ラツテ5匹を1群とし,卵巣重量法を用い・た.
実験成績
 薩)前葉のみを単独にillcuba亡eして検定した場合の平均卵巣重量は哩8.5±2、24解
 で薮如,KRP注射対照群の9.9土臼.50叩に比して明かにGTHのnle嶺um内放出を認めた.
 一方,前葉の豆⑪滋ogellateのGTH量を検1寇すると54.6±4、窪9Ψであった、従iつて
 incul)ationで放出甦れるGTH量は含有量の極く一部に過ぎず,illcuba蝋。昆に於て有
 効刺激物質が加わればmed圭um中のGTH量即ち得られる卵巣重量は更に増加するものと期 寺出
 来る.
 2)複玉易rド部組織を1葦洋レて6P鰯ゴ1む口え至nc韻bataすると22.可士2。14広野でGTH分泌
 増加を認めた.視床下部を前半部と後半部に分けて比較すると,前者に相々増加の傾向が窺われた
 が有意差はなく,mediatorの主なる産生部位を明かに出来なかった、
 5)後葉組線量哩群に6区分加えた場合は24.コ±2.80解であり有意の増加を認めた.天
 然心xytooh"群に,e.窪i.u.添加によっても22.8士2。95解であり、GTH分泌効果
 があった。前葉だけをinCubateしたmedhlmにoxytocinを加えて検定しても卵巣.重量
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 の増加はみ.られず,oxytQC孟nにGTHのaugmentorとしての作用はなかった・合成ox-
 ytocinには効果がなかったところがら,有効因子はoxytoci1}そのものではなく,混在する.
 ある物質1であろうと雑量定され,る.VasOPfessinをカロえても対照と差がなかった1、
 4)Adrelleごgic5としてadゴellahne,rloradrenalineを使用し・夫々1群につ
 削a7を前葉に添加してiucubateしたがGT}扮泌を促す効果はみられな7うった・cl・・』
 1王nergicsを添加して前葉をincubateした:が,何れもGTH分泌の増加ぽ証明出来なか
 った.
 5)前葉に硫醐醗甥鴨りO.1了'勤伐て呈n。ubateしても効果はなかプこが説痢鄭
 繊に更に硫酸銅を添加incuba亡eすると,囎糊非励1鮮18.3士1・89甥て対し26・5
 ±5、55解であり,明かにGTH分泌の増蜘を認めた.又視床下部を前半部と後半部に分け・それ
 ぞれに硫1駿銅を加えてincubateし比較すると前半部添加群に効果の大きい傾向がみられたが推
 認学上有意でなく,硫酸銅の主なる作用部位を鍔かに出来なかった.
 戯雌ラツテ尾静 隠姻%硫醐液。、5㏄静注聴分後屠殺して得湖底下部を前葉に力脱て
 incubateすると26.5士5.4臼解であり未処置縄床下部に比してGTH分泌効果の増強が認
 められた.
 前葉と幌床下部をincuba亡eした後分離したme〔1iumに硫酸銅を加えて検定すると19」±
 1,92粥に過ぎなかった.叉.ン視床下部に硫酸銅を添加してincubateした後11掩diumを一
 団分離し、改めてこのmedオumで前葉をincubateすると2哩.7±ろ・85噌であったが,之
 に反し縄床下部のみをincubateし,改めてこのmediumで前:葉に硫酸銅動脈て謹11Guba擁
 して検定した場合には12.0士1.86π竪であった,・従クてこれらの爽験から郵硫酸銅の効果は
 mediUm内に放出されたGTHのaugmentorとして作用した結果でばなく・且つ視床下部よ
 う放出しているmedi欲orの作用を賦活するものでもなく,特異的に視床下部に作用し・medi-
 atorの放出を}シ韓腫ミするものとヂ響される,
 6)去勢後6週巨」の雄ラツテ視床下部を正常前葉に加えて1nCubateすると24、6士5.78
 砂であり,対照の正常観床下部1痴ワ頁群よりGTH分泌増加が認められた.
 7)規則正しい性周期を営んでいる成熟雌ラツテより縄床下部を摘出し,雄ラツテ前葉と玉出
 cubateし,性周期の相により雌ラツテ観床下部のGTH分泌に及ぼす効果に差があるかどうか
 を比較すると,発1節f期視床下部添加享燃26.6土5、84嘱発'1背離馴視卿こ部渤聯は18・4土
 5,44粥で,両者間に有意差を認ど)た、
総 論
 前葉GTHのmediatorは視床下部及び後葉に存し,天然oxytocin・とも関係のある物質
 であろうと推定される.特に去勢,発i青前期に於ける視床下部に効果の大きかった慕は,性ホルモ
 ンが視床下部を介してmediatorの産生,放出を促して前葉機能を調節すると云う機序の存在を
 劃幸するものである。夙にme(H財orとして考えられて来たadrell烈ine,no'radrena
 llne,acety玉ciloHlle,pilocarpilleにはmediatorとしての酒性及びme伽a一
 ・torを視帯ド部』二り放出する如き効果は認められなかった,之に反し,硫酸銅は縄床下部に作用
 してmediatorを放出せしめてGT葺分泌・を促1すことを認めた・
 一10O一
 審査結・果要
旨
 縄床下部が下垂体前葉ホルモン分泌を支配する仕方は体液性即ちmedねtorによってなされる
 と考えられている、このmediatorに関する知識もACTHに就ては署しい・1蝦を見ているが,
 即11ado宅rGI)hinに就ては末だ定説を得るに至って居らない,
 筆者はSaffran等のinvitr。法を応用して9・nad。tr。Phinのnユed呈at。rに関す1
 る知見を得るために:実験を行い・,次の成績を得た.1
 1)縄床下部組織や下垂体後葉組織には9011adot罫ophin分泌を促す効果,即ちmed{一
 atorの含有が認められた、視庶F部の前半部と後半部とでは効果に差異がなかった.1
 2)天然・xyt・cin鰍mediat。鋤果を認めたが冶成。xyt・ci且やvas・P-i
 ressinには効果が認められなかった.1
 き
ミ
 5)Adrenaline,n・radre皿aline・acetylcho11nε,pil。carph・eにもl
 m¢diator作用は認められず,またmediator増量作用も存在しなかった、
 i
』
 4)銅塩にはmed量a毛or増量作馬があった.但し,この銅塩が視床下部の如何なる部位に作1
き
に
 用するかも検討したが,この点に関する結論ば得られなかった.iI
 5)去勢動物や発億前期の動物の視床下部及び銅塩の静注を行った動物の視床下部にはmed-1
 呈鋭orが増量していた・1一一
 以上のことからgollad艦rOphinのmediatorは天然oxytocinと関係のある物質で1,
 あり,銅塩はその放出を促進する作用を有する.また銅塩は直接,視床部に作用する機序も明らか
 にし得た....、..と結論している.
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